
概要
本研究は、Peptidoglycan–Polysaccharide (PG-PS）により誘導した慢

性全身炎症（CSI）環境下において、自発的ホイール運動（VWR）に
よる骨格筋の適応が維持されるかを明らかにすることを目的とした。

PG-PS誘導性CSIモデルマウスを用いて、炎症反応、酸化ストレス、
筋タンパク質代謝および骨格筋形態を評価した。その結果、VWRは
炎症性サイトカインおよび酸化ストレスを抑制するとともに、筋タ
ンパク質合成を促進し、筋重量および筋線維横断面積を増加させた。

慢性炎症下においても運動誘導性の筋適応が維持されることを示
した点が本研究の新規性である。これらの知見は、慢性炎症を伴う
病態における骨格筋量維持のための非薬物的介入法として、全身運
動の有用性を示す基礎的知見となることが期待される。
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